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プ
ヘ
ビ
ー
に
な
り
、
復
元
性
に

協秒ο一紹疹ダク

南
大
西
洋
属
指
の

独
豪
華
客
船

本
連
載
は
今
回
で
１
５
０
回
を
数
え

る
。
四
半
世
紀
ち
続
け
ら
れ
た
の
は
、
読

者
諸
賢
と
編
集
部
の
ご
支
持
が
あ
っ
た
か

ら
だ
。
た
か
ら
感
謝
し
た
い
。

今
回
は
凝
っ
た
船
物
語
を
書
く
こ
と
に

し
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
航
路
の

「大

半
丸
」。
そ
し
て
同
船
と
と
も
に
戦
没
し

た
土
木
技
師
八
日
興

一
の
物
語
で
あ
る
。

典

一
が
今
も
な
か
、
台
湾
人
の
敬
愛
を
あ

つ
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
後
込
す

一る
。前

身
は
ド
イ
ツ
船
で
あ
る
。
独
人
ン
ブ

ル
ク
・
サ
ウ
ス
ア
メ
リ
カ
・
ラ
イ
ン
の
最

大
安
Ｆ
船

「カ
プ
・
フ
ィ
ニ
ス
テ
レ
」
と
し

て
人
ン
ブ
ル
ク
で
誕
生
。
人
ン
ブ
ル
ク
か

ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ブ
ラ
ジ
ル
を
経
て
ア
ル

ゼ
ン
テ
ン
の
ラ
プ
ラ
タ
汀
ロ
ブ
エ
ノ
ス
ア

イ
レ
ス
に
至
る
高
末
航
路
に
就
航
し
た
。

往
航
は
移
民
と
機
械
類
、
復
航
は
コ
ー
ヒ

ー
、
食
内
な
ど
の
貨
物
が
主
だ
っ
た
。
船

名
は
、
航
路
筋
に
あ
る
イ
ベ
リ
ア
■
二島
北

西
端
の
大
西
斗
に
面
し
た
岬
名
に
出
来
す

一る
。高

大
西
斗
屈
指
の
豪
華
船
だ
っ
た
。
と

く
に
１
等
公
室
が
充
実
し
て
い
た
。
船
幅

一
杯
に
と
っ
た
２
層
構
造
の
１
等
大
食

堂
、
温
室
風
ウ
イ
ン
タ
ー
ガ
ー
デ
ン
と
水

永
ノ
ー
ル
は
船
客
を
路
か
せ
た
。
全
琴
室

に
電
動
通
風
が
れ
さ
れ
た
。
反
面
、
豪
幸

で
巨
大
な
上
部
構
造
物
の
た
め
ト
ッ
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問
題
が
生
じ
た
。
対
虎
処
置

を
施
し
て
南
末
航
路
に
就
い
た

が
、
ま
も
な
く
第
１
次
大
戦
が

勃
発
、
人
ン
ブ
ル
ク
に
係
船
さ
れ

た
。
幸

い
戦
攻
を
免
れ
た
。
が
、
戦

勝
回
が
接
収
。
日
本
政
府
が
取
得
す
る

賠
償
船
４
隻
の
う
ち
の
１
隻
と
し
て
１
９

２
１

（大
正
１０
）
年
１
月
横
浜
に
回
着
、

大
蔵
省
が
所
管
し
た
。

サ

ン
フ
ラ
ン
シ

ス

コ

航
路
で
活
躍

復
元
性
不
足
に
加
え
、
燃
料
炭
消
費
の

多
さ
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
引
さ
取
り
先

に
吉
労
し
た
。
締
余
曲
折
の
末
、
浅
野
給

一
郎
の
東
洋
汽
船
が
運
航
を
引
さ
受
け

た
。
浅
野
は
同
社
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

航
路
の
看
板
客
船
に
す
る
つ
も
り
だ
っ

た
。三

菱
長
崎
造
船
所
で
太
子
洋
横
断
に
文

要
な
改
装
を
加
え
た
。
復
元
性
不
足
を
解

消
す
る
た
め
、
船
底
バ
ラ
ス
ト
を
増
や
し

た
。
船
名
を

「大
洋
丸
」
と
改
め
た
。
１

９
２
１
年
５
月
、
長
崎
か
ら
香
港
回
り
の

試
験
航
海
で
は
、
ま
野
社
長
が
盟
友
の
安

田
善
次
郎
を
誘
っ
て
乗
り
込
み
、
安
全
性

を
宣
伝
し
た
。

在
来
の

「天
洋
丸
」
「春
羊
丸
」
Ｆ
」れ

や
丸
」

「
さ

い
べ
り

や

丸

」

に

「
大

半

丸

」

が

加

わ
り
、
５
隻
体
制
に
な
っ
た
。
い
ち
ば
ん

の
豪
華
船
は

「大
洋
丸
」
で
あ
る
。
１
９

２
６

（大
正
１５
）
年
、
東
半
汽
船
の
客
船

部
門
は
日
本
郵
船
と
合
体
。
航
路
は
郵
船

が
雑
承
し
た
。
同
船
は
引
さ
続
さ
北
来
航

路
に
就
航
。
そ
の
後
、
大
茂
省
か
ら
郵
船

に
払
い
下
げ
ら
れ
た
。

新
鋭
船

「浅
間
丸
」
３
姉
妹
が
就
航

し
、
「天
洋
丸
」
な
ど
旧
船
が
引
込
し
た

後
も
、
「大
洋
丸
」
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
航
路
に
残
り
、
昭
和
戦
前
期
の
ほ
と
ん

ど
を
太
子
洋
で
稼
働
し
た
。
１
９
３
２

（昭
和
７
）
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン

ビ
ッ
ク
の
際
は
日
木
選
手
曰

（主
に
女
性

選
手
）
を
乗
せ
て
太
子
斗
を
波
っ
た

（男

"を 電縄■武0ユ ヤ(お火祥え二A九 ●工十収
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性
選
手
は
主
に

「竜
田
丸
」
に
乗
船
）。

太
子
丼
戦
争
が
近
づ
く
と
、
東
玉
海
運
の

テ
ャ
ー
タ
ー
で
上
海
航
路
に
批
航
。
開
戦

後
は
陸
軍
が
使
用
し
た
。

低
速
船
団
に
加
わ
り

米
潜
の
餌
食
に

第
１
次
大
戦
を
生
き
抜

い
た

「大
洋

丸
」
も
、
大
手
洋
戦
争
で
は
早
々
と
戦
火

の
儀
牲
に
な
っ
た
。

ま
だ
戦
勝
気
分
が
残
る
１
９
４
２

（昭

和
１７
）
年
５
月
５
日
、
「大
斗
丸
」
は
南

方
占
領
地
の
産
業
開
発
を
に
な
う
技
術

者
、
企
業
家
ら
多
く
の
優
秀
な
人
材
を
乗

せ
て
字
品
を
出
航
。
門
司

（炭
水
補
給
）
、

大
連

（船
回
編
成
）
を
経
て
、
最
初
の
寄

港
地
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
リ
ン
ガ
エ
ン
に
向
か

っ
た
。
船
客
ｌ
ｏ
ｌ
ｏ
人
、
乗
組
員
２
６

３
人
な
ど
１
３
６
０
人
が
乗

っ
て
い
た

令
日
本
郵
船
戦
時
船
史
ラ
。
軍
需
品
、
民

需
品
な
ど
２
３
０
０
ト
ン
も
積
ん
で
い

た
。５

隻
船
回
だ
っ
た
。
「吉
野
丸
」
（昨
年

９
ｏ
‐。
月
号
で
紹
介
）
も
そ
の
１
隻
で
、

同
じ
ド
イ
ツ
か
ら
の
賠
偵
船
で
あ
る
。
船

回
護
街
に
は
商
船
転
用
の
特
設
砲
艦

「北

京
丸
」
（２
２
８
８
金
ト
ン
）
が
行
い
た
。

船
回
速
力
は
最
低
速
船
に
合
わ
せ
た
９
ノ

ッ
ト

ヘ
日
本
郵
船
戦
時
船
史
ラ
。
こ
れ

で
は
末
曰
措
水
艦
に
狙
わ
れ
る
。
連
戦
連

勝
に
よ
る
油
断
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
航

海
速
カ
ー４
ノ
ッ
ト
の

「大
半
丸
」
に
は
金

籍
り
の
航
海
と
な
っ
た
。

船
回
は
玄
界
難
か
ら
五
島
列
島
沖
を
航

行
。
８
日
夕
刻
、
東
シ
ナ
海
の
男
女
群
島

市
々
西
に
さ
し
か
か
つ
た
。
荒
天
で
攻
が

高
か
っ
た
。
１
等
大
食
堂
で
は
コ
レ
ヒ
ド

ー
ル
要
塞
陥
率
の
祝
宴
が
開
か
れ
て
い

た
。‐９

時
４５
分
頃
、
突
如

「大
半
丸
」
が
未

岩
の
雷
撃
を
受
け
た
。
魚
雷
３
発
が
命

中
。
積
荷
の
カ
ー
バ
イ
ド
に
引
火
し
、
大

火
災
が
発
生
。
騒
然
と
な
っ
た
船
客
た
ち

は
救
命
艇
に
殺
到
し
た
。
２。
時
４。
分
、
船

は
海
面
か
ら
姿
を
対
し
た
。
こ
の
日
の
昼

間
だ
け
船
回
護
衛
に
加
わ
っ
た
駆
逐
艦

「峯
風
」
（排
水
量
１
２
１
５
ト
ン
）
と
特

設
抱
艦

「富
幸
丸
」
（２
９
３
３
給
ト
ン
）

が
反
転
し
、
数
助
の
た
め
現
場
に
駆
け
つ

け
た
。
生
存
者
十は
５
４
３
人
。
８
１
７
人

が
船
と
運
命
を
と
も
に
し
た

（『日
本
郵

船
戦
時
船
史
〕
。

八
日
興

一
と
部
下
２
人
も
命
を
碁
と
し

た
。
奥

一
は
フ
ィ
リ
ビ
ン
の
綿
作
濯
班
計

画
を
立
実
す
る
た
め
、
３
人
の
部
下
を
連

れ
て
乗
船
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

土
木
技
師
八
日
興

一
と

嘉
南
大
洲

八
日
興

一
は
、
日
本
統
治
時

代
、
台
増
荷
部
の
広
大
な
不
毛
地

帯
を
穀
倉
地
帯
に
変
え
た
土
木
技

師
で
あ
る
。
筆
者
は
そ
の
史
実
を

司
馬
違
太
郎
氏
の

「街
道
を
ゆ
く

―
台
増
紀
行
』
を
読
ん
で
知

っ

た
。
古
川
勝
三
氏
の

『台
湾
を
費

し
た
日
本
人
―
土
木
技
師
八
日
典

一
の
生
涯
』
と
い
う
労
作
も
読
ん

だ
。典

一
は
１
８
８
６

（明
治
１９
）

年
、
石
川
県
河
北
郡
今
町
材

（現

・
全
沢

市
今
町
）
の
豪
農
の
家
に
生
ま
れ
た
。
四

高
を
経
て
、
１
９
１
０

（明
治
４３
）
年
に

東
京
帝
大
工
科
大
学
土
木
科
を
卒
業
、
台

考
給
督
后
土
木
局
に
つ
と
め
た
。
１
９
１

７

（大
正
６
）
年
、
３２
歳

（数
え
年
、
以

下
同
じ
）
の
と
き
、
医
師
の
長
女
で
全
沢

打弟
王
白円
女
を
卒
業
し
た
木
村
外
代
樹
と
結

婚
。
や
が
て
２
男
６
女
に
め
ぐ
ま
れ
た
。

上
下
水
道

・
水
力
発
電

・
避
粧
工
事
で

力
を
発
揮
し
た
典

一
は
、
結
婚
の
翌
年
、

募
義
か
ら
台
市
に
か
け
て
広
が
る
嘉
南
子

野
を
調
査
し
た
。
香
川
県
に
匹
敵
す
る
広

さ
が
あ
り
な
が
ら
、
農
民
は
洪
水
、
早

魅
、
塩
害
の
二
重
昔
に
苦
し
ん
で
い
た
。

血
二

は
こ
こ
に
嘉
荷
大
州

（「州
」
は
農

業
用
水
路
）
と
称
す
る
東
洋

一
の
規
模
の

濯
漑
施
設
を
建
設
し
よ
う
と
し
た
。

１
９
２
０

（大
正
９
）
年
、
台
湾
絶
督

席
の
民
政
長
官
下
村
海
市
は
募
市
大
州
の

着
工
を
決
め
、
予
算
を
国
会
で
成
立
さ
せ

た
。
典

一
が
３５
歳
の
と
さ
で
あ
る
。
工
事

は
嘉
南
の
組
合
が
お
こ
な
い
、
半
額
を
国

費
で
賄
っ
た
。
典

一
は
組
合
の
技
師
と
な
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り
、
完
成

（１
９
３
０
年
）
ま
で
工
事
を

陣
頭
指
揮
し
た
。

烏
山
頭
ダ
ム
に

興

〓
の
銅
像

吉
折
両
大
州
の
代
臓
部
は
、
下
村
海
市
が

珊
朝
導
と
名
竹
け
た
人
造
湖
で
あ
る
。
台

南
市
北
東
の
烏
山
頭
に
、
長
さ
１
・
３
ｋｍ

の
ダ
ム
を
建
設
し
た
。
最
新
の
土
木
機
械

を
投
入
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
は
と
ん

ど
使
わ
ず
、
土
と
石
で
ダ
ム
を
つ
く

っ
た
。

水
量
が
豊
か
な
山
向
こ
う
の
川
か
ら
水

を
人
造
湖
に
導
く
た
め
、
長
さ
３
ｋｍ
の
隧

道
を
通
し
た
。
難
工
事
で
多
く
の
死
傷
者

が
出
た
。
血
全

は
工
事
中
に
せ
く
な
っ
た

症
業
員
を
殉
五
碑
に
ま
つ
つ
た
。

鳥
山
頭
ま
で
道
路
や
鉄
道
、
送
電
線
な

ど
が
建
設
さ
れ
た
。
宿
舎
街
が
誕
生
し
、

小
学
校
、
病
院
、
共
同
本
場
、
商
店
、
映

【左
】烏
山
頭
出
張
所
長
室
の
八
日
果

一

（古
川
勝
三
氏
提
供
）

【上
】栗
一
の
銅
像
と
夫
葦
の
墓

（古
川
勝
三
氏
提
供
）

画
館
も
建
て
ら
れ
た
。
興

一
は
日
本
家
屋

に
家
族
と
と
も
に
住
ん
だ
。

１０
年
か
け
て
募
南
大
州
は
竣
工
。
二
重

吉
に
泣
い
た
不
毛
の
大
地
は
、
台
湾
最
大

の
穀
倉
地
帯
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
典

一

は
４５
歳
に
な
っ
て
い
た
。

典

一
は
総
督
席
に
戻
っ
た
。
ま
も
な
く

工
事
に
参
加
し
た
人
び
と
の
発
着
と
拠
全

に
よ
り
、
夜
の
銅
像
が
湖
の
上
手
に
つ
く

ら
れ
た
。
作
業
収
と
靴
を
着
用
し
て
腰
を

下
ろ
し
、
工
事
を
是
寸
つ
て
い
る
姿
で
あ

る
。
銅
像
は
今
も
湖
時
に
座

っ
て
い
る
。

戦
後
、
日
本
統
治
時
代
の
銅
像
が
撤
去
さ

れ
る
な
か
、
嘉
荷
の
人
び
と
は
こ
の
銅
像

を
大
切
に
守
っ
て
き
た
。

銅
像
の
後
方
に
八
日
夫
妻
の
基
が
あ

る
。
空

一
の
辻
体
は
遭
難
１
か
月
後
に
発

見
さ
れ
た
。
遺
骨
は
台
湾
の
上
に
な
っ

た
。
老
劇
が
つ
づ
い
た
。
敗
戦
後
、
子
ど

も
た
ち
と
烏
山
頭
に
疎
開
し
て
い
た
外
代

樹
は
、
ダ
ム
の
放
水
口
に
身
を
投
げ
、
大

の
後
を
追
っ
た
。

●

八
日
血
全

の
命
日
は

「大
半
丸
」
が
沈

ん
だ
５
月
８
日
で
あ
る
。
毎
年
こ
の
日
、

吉喜
円
の
人
び
と
は
墓
前
に
集
よ
り
、
追
悼

行
事
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
八
日
典

一
記

念
公
国
が
建
設
さ
れ
、
２
０
１
１

（子
成

２３
）
年
５
月
８
日
の
完
成
式
に
は
、
馬
英

九
絶
統
や
石
川
県
出
身
の
森
善
朗
元
首
相

が
参
列
し
た
。
架

一
の
実
績
は
台
湾
の
中

学
生
向
け
教
科
書

『記
識
台
増
」
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
台
湾
に
は
毎
年
、

多
く
の
日
本
人
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る

が
、
典

一
を
知
る
観
光
客
が
い
っ
た
い
何

人
い
る
だ
ろ
う
か
。
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